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一
、
戦
時
体
制
下
の
高
等
教
育
と
徴
兵
―
制
度
の
変
遷
―薄

田
千
穂　

　

本
章
で
は
、
後
に
掲
載
す
る
手
記
・
座
談
会
の
背
景
と
し
て
高
等
学
校
の
生

徒
及
び
大
学
の
学
生
が
徴
集
さ
れ
、「
学
徒
出
陣
」
に
至
っ
た
過
程
を
、
制
度

の
変
遷
か
ら
記
述
す
る
。
な
お
、「
学
徒
出
陣
」
は
、
昭
和
一
八
年
の
徴
兵
猶

予
停
止
に
よ
り
い
っ
せ
い
に
入
隊
し
た
こ
と
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
本
報
告
書
で
は
、
そ
れ
以
降
の
在
学
中
入
隊
も
含
め
て
「
学
徒
出
陣
」

と
し
た
。

　

昭
和
初
期
の
日
本
で
は
、「
中
等
学
校
令
」・「
高
等
学
校
令
」・「
大
学
令
」

に
よ
り
、
修
業
年
限
が
、
中
学
校
五
年
・
高
等
学
校
三
年
・
大
学
三
年
（
医
学

部
は
四
年
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

高
等
学
校
の
入
学
試
験
は
熾
烈
で
、
中
学
校
四
年
修
了
時
か
ら
数
回
受
験
し

て
入
学
す
る
も
の
も
多
数
存
在
し
た
。
ま
た
、
入
学
後
、
修
業
年
限
の
三
年
を

超
え
て
在
籍
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
卒
業
生
に
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

同
じ
学
年
は
二
年
ま
で
し
か
在
籍
で
き
な
い
と
い
う
規
程
の
中
で
、
勉
学
に
精

進
す
る
年
を
「
表
」、
部
活
動
や
校
友
会
活
動
を
中
心
と
す
る
年
を
「
裏
」
と

呼
び
、
高
等
学
校
生
活
を
謳
歌
す
る
生
徒
も
い
た
と
い
う
。
高
等
学
校
に
は
中

学
四
年
修
了
で
入
学
し
た
一
六
才
を
最
年
少
と
し
て
、
二
〇
才
を
超
え
た
生
徒

も
在
学
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
学
で
は
多
く
の
学
生
が
二
〇
才
以
上
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
徴
兵
制
度
は
、
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け
る
二
〇
才
以
上

の
男
性
に
対
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
る
義
務
を
課
し
、
兵
役
に
服
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
た
。
兵
役
へ
の
徴
集
と
学
業
の
継
続
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い

た
の
が
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
一
日
公
布
の
法
律
第
四
七
号
「
兵
役

法
」
で
あ
る
。
そ
の
四
十
一
条
で
は
、
中
学
校
以
上
の
在
学
者
に
対
し
徴
集
を

延
期
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、「
兵
役
法
施
行
令
」
第
百
条
、
百
一
条
に
よ

り
高
等
学
校
が
二
五
歳
、
大
学
が
二
七
歳
ま
で
徴
集
を
延
期
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
ほ
ぼ
全
員
が
大
学
へ
進
学
す
る
高
等
学
校
の
生
徒
に
と
っ
て
、
兵
役

へ
の
徴
集
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
一
九
三
八
（
昭
和
一

三
）
年
に
は
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
て
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
な

か
で
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
三
月
「
兵
役
法
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、「
在

学
徴
集
延
期
期
間
」
が
短
縮
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
延
期
期
間
は
お
お
む
ね
三

年
短
縮
さ
れ
、
高
等
学
校
が
二
二
歳
、
大
学
が
二
四
歳
（
医
学
部
が
二
五
歳
）

ま
で
と
な
っ
た
。
蜷
川
壽
惠
『
学
徒
出
陣　

戦
争
と
青
春
』注
１

に
よ
る
と
、「
こ

の
時
の
改
正
の
意
図
は
、
兵
役
服
務
の
た
め
に
学
業
の
修
了
を
な
る
べ
く
規
定

通
り
に
行
な
う
よ
う
強
制
す
る
も
の
で
、
上
級
学
校
進
学
の
た
め
に
何
年
も
浪

人
し
て
受
験
勉
強
に
費
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
促
す
も
の
で
あ
っ
た
」。
同
様

に
留
年
に
つ
い
て
の
抑
制
力
と
も
な
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
時
体
制
強
化

の
影
響
は
高
等
学
校
生
活
に
影
を
落
と
し
始
め
て
い
た
。

　

日
米
開
戦
を
目
前
に
し
た
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
〇
月
一
六
日
、
勅

令
第
九
二
四
号
「
大
学
学
部
等
の
在
学
年
限
又
は
修
業
年
限
の
臨
時
短
縮
に
関

す
る
件
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
文
部
省
令
七
九
号
で
昭
和
一
六
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年
度
大
学
卒
業
生
の
在
学
年
限
が
三
カ
月
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
日
公
布
さ

れ
た
陸
軍
省
文
部
省
第
二
号
で
さ
ら
な
る
在
学
徴
集
延
期
期
間
の
短
縮
が
行
わ

れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
三
月
の
卒
業
後
四
月
以
降
に
実
施
さ
れ
る
徴
兵
検
査
を

受
け
て
翌
年
初
め
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
六
年
度
の
大
学
卒

業
生
は
一
六
年
内
に
臨
時
徴
兵
検
査
が
実
施
さ
れ
、
一
七
年
初
め
に
は
入
隊
す

る
こ
と
と
な
り
、
軍
隊
に
入
る
の
が
一
年
早
く
な
っ
た
。

　

文
部
省
計
画
室
が
作
成
し
た
『
大
学
学
部
等
ノ
在
学
年
限
又
ハ
修
業
年
限
ノ

臨
時
短
縮
ニ
関
ス
ル
件
』注
２

に
、
臨
時
措
置
を
必
要
と
す
る
理
由
が
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
、
勅
令
第
九
百
二
十
四
号
大
学
学
部
等
の
在
学
年
限
又
は
修
業
年
限
の

臨
時
短
縮
に
関
す
る
件
説
明

（
前
略
）
今
次
ノ
臨
時
措
置
ヲ
必
要
ト
ス
ル
理
由
ノ
第
一
ハ
軍
事
的
理
由

デ
ア
リ
、
第
二
ハ
労
務
対
策
上
ノ
理
由
デ
ア
ル
。
第
一
ノ
軍
事
的
理
由
ハ

急
速
ニ
軍
隊
ニ
於
ケ
ル
下
級
幹
部
ノ
教
育
養
成
ヲ
行
ッ
テ
軍
ノ
要
員
充
員

上
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。（
中
略
）
近
年
労
務
ノ
給

源
ハ
著
シ
ク
逼
迫
シ
、
各
種
計
画
産
業
ニ
於
ケ
ル
要
員
ノ
充
実
ハ
誠
ニ
容

易
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ガ
ア
リ
、
加
フ
ル
ニ
応
召
者
ノ
補
充
モ
亦
緊
急
ヲ
要
ス
ル

ガ
故
ニ
、
学
生
生
徒
ノ
卒
業
期
ヲ
繰
上
ゲ
上
級
進
学
者
以
外
ハ
総
ベ
テ
、

国
民
皆
労
ノ
一
翼
ト
シ
テ
技
術
、
事
務
及
労
務
ノ
大
量
需
要
ヲ
速
カ
ニ
充

足
シ
以
テ
時
局
ノ
要
請
ニ
応
ヘ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
態
ニ
立
至
ッ
テ
居
ル
ノ
デ

ア
ル
。（
後
略
）

　

こ
の
措
置
が
二
か
月
後
の
日
米
開
戦
に
備
え
て
の
も
の
で
あ
り
、
大
学
、
専

門
学
校
卒
業
者
を
「
下
級
幹
部
」
と
し
て
「
教
育
養
成
」
す
る
意
図
が
明
ら
か

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
一
月
一
日
公
布
の
文
部
省
令
八
一
号
に
よ
り
昭
和
一
七
年
度
卒

業
生
の
在
学
期
間
は
六
カ
月
短
縮
さ
れ
た
。
こ
れ
は
勅
令
第
九
二
四
号
で
は
対

象
か
ら
外
さ
れ
た
高
等
学
校
に
も
適
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
高
等
学
校
で
は

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
は
三
月
と
九
月
、
二
回
の
卒
業
生
を
送
り
出
す

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
側
は
一
〇
月
入
学
の
措
置
を
取
り
、

表
１　

徴
集
・
入
営
延
期
期
間

法
令

公
布
日

生
月
日

高
等
学
校
大
学
学
部
大
学
医
学
部

兵
役
法
施
行
令
（
昭
和

二
年
勅
令
三
三
〇
号
）
昭
和
二
年
一
一
月

二
五

二
七

二
七

兵
役
法
施
行
令
中
改
正

（
昭
和
一
四
年
勅
令
七

五
号
）

昭
和
一
四
年
三
月

一
月
二
日
〜

　

四
月
一
日

二
二

二
四

二
五

四
月
二
日
〜

　

一
月
一
日

二
三

二
五

二
六

在
学
徴
集
延
期
期
間
の

短
縮
に
関
す
る
件

（
昭
和
一
六
年
陸
軍
文

部
省
令
二
号
）

昭
和
一
六
年
一
〇
月

一
月
二
日
〜

　

四
月
一
日

二
一

二
三

二
四

四
月
二
日
〜

　

一
月
一
日

二
二

二
四

二
五

修
学
継
続
の
た
め
の
入

営
延
期
等
に
関
す
る
件

（
昭
和
一
八
年
陸
軍
省

令
五
四
号
）
※
理
科
系

の
み

昭
和
一
八
年
一
一
月

一
月
二
日
〜

　

四
月
一
日

二
二

二
三

四
月
二
日
〜

　

一
月
一
日

二
一

二
三

二
四

修
学
継
続
の
た
め
の
入

営
延
期
等
に
関
す
る
件

（
昭
和
二
〇
年
陸
軍
省

令
六
号
）
※
理
科
系
の

み

昭
和
二
〇
年
二
月

一
月
二
日
〜

　

四
月
一
日

二
一

二
二

四
月
二
日
〜

　

一
月
一
日

二
二

二
三
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昭
和
一
八
、
一
九
年
度
に
つ
い
て
も
在
学
年
限
六
カ
月
短
縮
の
省
令
が
出
さ
れ

た
た
め
一
〇
月
の
入
学
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
高
等
学
校
の
理
科
系
生
徒
の
大
幅
な
増
募
が
昭
和
一
七
年
四
月
入
学

生
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
文
科
の
生
徒
削
減
の
方
針
に
よ
り
、
昭

和
一
六
年
の
入
学
生
ま
で
は
半
々
だ
っ
た
文
科
と
理
科
の
生
徒
数
の
バ
ラ
ン
ス

は
大
き
く
理
科
に
傾
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
二
二
日
、
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
「
現
情
勢

下
に
於
け
る
国
政
運
営
要
綱
」
が
東
条
英
機
首
相
の
演
説
で
全
国
に
放
送
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
国
民
動
員
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
兵
役
に
関
す
る
徴

集
延
期
を
停
止
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
一
日
、
勅
令
第

七
五
五
号
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
が
公
布
さ
れ
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
「
当
分
ノ
内
在
学
ノ
事
由
ニ
因
ル
徴
集
ノ
延
期
ハ
之
ヲ
行
ハ
ズ
」
と
い

う
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
、
理
科
系
に
つ
い
て
は
、
一
一
月
一
三
日
公
布

の
陸
軍
省
告
示
第
五
四
号
、
陸
軍
省
令
第
五
四
号
に
よ
り
、
表
１
の
よ
う
な
入

営
延
期
期
間
が
定
め
ら
れ
、
徴
兵
検
査
を
受
け
た
の
ち
に
入
営
延
期
の
措
置
が

と
ら
れ
た
。

表
２　

高
等
学
校
・
大
学
在
学
年
限
変
遷
表

高
等
学
校
入
学

高
等
学
校
卒
業

在
学
期
間

法　
　

令

大
学
入
学

大
学
卒
業
（
医
学
部
）

在
学
期
間
（
医
学
部
）

法　
　

令

昭
和
一
一
年
四
月

昭
和
一
四
年
三
月

三
年

大
正
七
年
勅
令
三
八
九
号

昭
和
一
四
年
四
月

昭
和
一
六
年
一
二
月

（
昭
和
一
七
年
一
二
月
）

二
年
九
カ
月
（
三
年
六
カ
月
）

昭
和
一
六
年
文
部
省
令
七
九
号

昭
和
一
二
年
四
月

昭
和
一
五
年
三
月

三
年

同

昭
和
一
五
年
四
月

昭
和
一
七
年
九
月

（
昭
和
一
八
年
一
二
月
）

二
年
六
カ
月
（
三
年
六
カ
月
）

昭
和
一
六
年
文
部
省
令
八
一
号

昭
和
一
三
年
四
月

昭
和
一
六
年
三
月

三
年

同

昭
和
一
六
年
四
月

昭
和
一
八
年
九
月

（
昭
和
一
九
年
一
二
月
）

二
年
六
カ
月
（
三
年
六
カ
月
）

昭
和
一
七
年
文
部
省
令
六
八
号

昭
和
一
四
年
四
月

昭
和
一
七
年
三
月

三
年

同

昭
和
一
七
年
四
月

昭
和
一
九
年
九
月

（
昭
和
二
〇
年
一
二
月
）

二
年
六
カ
月
（
三
年
六
カ
月
）

昭
和
一
八
年
文
部
省
令
八
〇
号

昭
和
一
五
年
四
月

昭
和
一
七
年
九
月

二
年
六
カ
月

昭
和
一
六
年
文
部
省
令
八
一
号

昭
和
一
七
年
一
〇
月

昭
和
二
〇
年
九
月

（
昭
和
二
一
年
六
月
）

三
年
（
三
年
六
カ
月
）

昭
和
二
〇
年
文
部
省
令
第
三
号

昭
和
一
六
年
四
月

昭
和
一
八
年
九
月

二
年
六
カ
月

昭
和
一
七
年
文
部
省
令
六
八
号

昭
和
一
八
年
一
〇
月

昭
和
二
一
年
九
月

（
昭
和
二
二
年
）

三
年
（
四
年
）

大
正
七
年
勅
令
三
八
八
号

昭
和
一
七
年
四
月

昭
和
一
九
年
九
月

二
年
六
カ
月

昭
和
一
八
年
文
部
省
令
八
〇
号

昭
和
一
九
年
一
〇
月

昭
和
二
二
年
九
月

三
年
（
四
年
）

同

昭
和
一
八
年
四
月

昭
和
二
〇
年
三
月

二
年

昭
和
一
八
年
勅
令
三
八
号

昭
和
二
〇
年
四
月

昭
和
二
三
年
三
月

三
年
（
四
年
）

同

昭
和
一
九
年
四
月

昭
和
二
二
年
三
月

三
年

昭
和
二
一
年
勅
令
一
〇
二
号

昭
和
二
二
年
四
月

昭
和
二
五
年
三
月

四
年

昭
和
二
二
年
法
律
二
六
号

昭
和
二
〇
年
四
月

昭
和
二
三
年
三
月

三
年

同

昭
和
二
三
年
四
月

昭
和
二
六
年
三
月

四
年

同
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そ
れ
以
前
の
高
等
学
校
で
は
、
徴
集
延
期
年
齢
を
越
え
た
も
の
か
、
志
願
し

た
も
の
が
徴
兵
検
査
を
受
け
て
徴
集
さ
れ
た
が
、
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
、
文
科

で
は
二
〇
歳
以
上
の
も
の
、
理
科
で
は
徴
集
延
期
年
齢
を
越
え
た
も
の
、
文
理

を
問
わ
ず
志
願
し
た
も
の
が
徴
兵
検
査
を
受
け
て
徴
集
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
大
学
卒
業
の
二
四
歳
ま
で
徴
集
延
期
と
な
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
徴
集
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
中
に
は
高
等
学
校
生
活
半
ば
に
し
て
兵
役

に
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
た
生
徒
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
を
受
け
て
、
臨
時
徴
兵
検
査
が
一
〇
月
二
五

日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本

籍
地
で
受
検
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
徴
兵
検
査
に
よ
り
、
甲
種
・
第

一
乙
種
・
第
二
乙
種
に
振
り
分
け
ら
れ
た
も
の
は
現
役
兵
と
し
て
、
第
三
乙
種

は
補
充
兵
と
し
て
徴
集
さ
れ
た
。
徴
兵
検
査
の
時
に
徴
兵
官
に
対
し
陸
・
海
軍

の
志
望
申
告
が
で
き
た注
３
も
の
の
、
多
く
は
陸
軍
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

陸
軍
に
は
一
二
月
一
日
、
海
軍
に
は
一
二
月
一
〇
日
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ

た
部
隊
に
入
隊
し
た
。

　

一
方
、
朝
鮮
、
台
湾
出
身
者
は
、
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
兵
役
は
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
一
三
年
に
は
特
別
志
願
制
度
で
朝

鮮
・
台
湾
出
身
者
も
軍
隊
に
入
隊
で
き
る
制
度
が
で
き
て
い
た
が
、
昭
和
一
八

年
一
〇
月
二
〇
日
、陸
軍
省
令
第
四
八
号
「
陸
軍
特
別
志
願
兵
臨
時
採
用
規
則
」

が
公
布
さ
れ
、
高
等
教
育
機
関
に
在
学
す
る
生
徒
・
学
生
を
対
象
と
し
た
特
別

志
願
兵
制
度
に
よ
る
臨
時
採
用
が
始
ま
っ
た
。
蜷
川
壽
惠
『
学
徒
出
陣
』注
４

に
よ

る
と
、「
学
徒
を
対
象
と
し
た
特
別
志
願
兵
の
臨
時
採
用
が
始
ま
る
と
、
そ
の

勧
誘
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
学
校
や
地
域
ぐ
る
み
の
執
拗
な
勧
誘
を
は

じ
め
、
親
類
縁
者
を
動
員
し
て
の
勧
め
は
適
格
者
を
ほ
ぼ
強
制
に
近
い
形
で
志

願
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。」
と
あ
り
、
実
際
行
わ
れ
た
志
願
の
強
制
の
例
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
志
願
し
た
生
徒
は
一
カ
月
余
り
遅
れ
て
昭
和
一

九
年
一
月
二
〇
日
に
入
隊
し
た
。

　

昭
和
一
九
年
以
降
は
、
昭
和
一
八
年
の
よ
う
な
一
斉
入
隊
は
無
か
っ
た
も
の

の
、
徴
集
年
齢
に
達
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
た
生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
徴
集
さ

れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
海
軍
予
備
学
生
、
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
、
陸
軍
特

別
甲
種
幹
部
候
補
生
な
ど
が
募
集
さ
れ
た
た
め
、
受
験
し
入
隊
す
る
も
の
も
多

く
い
た
。

　

こ
こ
で
は
後
出
す
る
第
五
高
等
学
校
『
徴
集
者
名
簿
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
海
軍
予
備
学
生
」「
陸
軍
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
」
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を

加
え
て
お
く
。

　

海
軍
予
備
学
生
は
、
昭
和
一
六
年
一
〇
月
二
一
日
海
軍
省
令
第
三
七
号
「
海

軍
予
備
学
生
規
則
」
に
よ
る
も
の
で
、
海
軍
に
お
け
る
正
規
将
校
の
不
足
を
補

う
予
備
要
員
と
し
て
募
集
さ
れ
た
。
昭
和
一
八
年
九
月
入
隊
の
一
三
期
で
は
繰

り
上
げ
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
大
量
募
集
が
行
わ
れ
、
五
二
〇
〇
人
が
入
隊
し

た
。
一
四
期
は
昭
和
一
九
年
二
月
に
三
三
三
四
人
、
一
五
期
は
昭
和
一
九
年
八

月
に
第
一
次
三
六
八
人
、
九
月
に
第
二
次
一
九
三
三
人
、
一
六
期
は
昭
和
二
〇

年
三
月
に
二
二
〇
人
、
五
月
に
一
七
〇
人
が
採
用
さ
れ
た
。
六
期
か
ら
九
期
が

三
〇
人
前
後
、
一
〇
期
か
ら
一
二
期
が
一
〇
〇
人
前
後
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、

大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
一
八
年
勅
令
七
九
〇
号
「
海
軍
予
備
員
任

用
臨
時
特
例
」
に
よ
り
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
に
在
学
中
の
も
の

が
志
願
で
き
る
海
軍
予
備
生
徒
の
採
用
が
昭
和
一
九
年
か
ら
行
わ
れ
た
。
第
一
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期
は
二
二
〇
八
人
、
第
二
期
は
五
七
四
人
が
採
用
さ
れ
た
。
海
軍
予
備
学
生
は

館
山
海
軍
砲
術
学
校
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
、
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
に
わ
か
れ
て

入
隊
し
、
訓
練
を
受
け
た
。

　

陸
軍
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
は
、昭
和
一
九
年
五
月
六
日
勅
令
三
二
七
号「
陸

軍
兵
科
及
経
理
部
予
備
役
将
校
補
充
及
服
役
臨
時
特
例
」
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。

昭
和
一
八
年
七
月
操
縦
要
員
予
備
役
将
校
確
保
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
「
特
別

操
縦
見
習
士
官
制
度
」
に
次
い
で
航
空
以
外
の
分
野
で
の
予
備
役
将
校
補
充
の

た
め
の
制
度
で
あ
る
。
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
の
受
験
対
象
者
は
、
大
学
学
部
、

予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
高
等
師
範
学
校
、
青
年
師
範
学
校
な
ど
の
在

学
者
と
さ
れ
、
入
隊
後
は
陸
軍
予
備
士
官
学
校
も
し
く
は
陸
軍
経
理
学
校
、
そ

の
他
の
部
隊
に
入
校
・
入
隊
し
、
概
ね
一
年
兵
科
ま
た
は
経
理
部
の
将
校
と
し

て
の
教
育
を
う
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
四
日
公
布
の
「
徴
兵
臨
時
特
例
」
に
よ
り
、

昭
和
一
九
年
一
二
月
か
ら
兵
役
年
齢
は
一
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
多
く
の
学

生
・
生
徒
が
徴
集
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
頃
の
大
学
の
様
子
を
蜷
川
壽
惠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る注
５

。

　

学
園
は
急
速
に
静
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
理
科
系
の
学
生
が
残
っ
て
は

い
た
が
、
大
き
な
集
団
で
あ
っ
た
文
科
系
学
生
の
い
な
い
こ
と
は
ポ
ッ
カ

リ
と
穴
の
空
い
た
感
じ
を
学
園
に
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
め
な
か
っ
た
。

文
科
系
学
部
は
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
憶
測
も
広
ま
っ
た
が
、

こ
の
年
の
十
月
に
入
学
し
た
学
年
で
徴
兵
年
齢
に
達
し
な
い
学
生
が
文
科

系
で
も
三
分
の
一
程
度
残
っ
て
い
た
の
で
、
即
日
帰
郷
な
ど
と
な
っ
た
僅

か
の
二
・
三
年
生
と
共
に
こ
れ
ら
の
学
生
を
対
象
に
講
義
や
演
習
が
続
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
昭
和
一
九
年
に
入
る
と
勤
労
動
員
が
断
続
的
に
課

せ
ら
れ
て
、
落
ち
着
い
て
勉
強
す
る
と
い
う
情
況
に
は
遠
か
っ
た
。
し
か

も
春
に
な
る
と
学
徒
出
陣
第
二
陣
と
し
て
の
昭
和
一
九
年
度
徴
兵
検
査
が

始
ま
り
、
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官
・
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
、
海
軍
予

備
学
生
の
募
集
も
開
始
さ
れ
て
、
講
義
に
出
席
し
て
い
た
顔
も
一
人
二
人

と
減
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
う
ち
自
分
も
と
思
う
と
気
も
そ
ぞ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

残
留
し
た
生
徒
も
学
業
の
継
続
が
保
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和

一
九
年
八
月
に
勅
令
「
学
徒
動
員
令
」
に
よ
っ
て
学
徒
の
勤
労
動
員
が
一
年
を

通
し
て
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
・
生
徒
が
学
校
を
離
れ
て
農
村
や
工
場
に

労
働
力
と
し
て
か
り
出
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
〇
年
二
月
に
は
表
１
の
よ
う
に
理
科
系
の
入
営
延
期
期
間
が
さ
ら
に

短
縮
さ
れ
、
昭
和
二
〇
年
三
月
一
八
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
決
戦
教
育
措
置
要

綱
」
に
よ
り
、
四
月
か
ら
一
年
間
、
国
民
学
校
初
等
科
以
外
の
授
業
が
停
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
学
問
・
教
育
は
ほ
と
ん
ど
活
動
を
停
止

し
た
の
で
あ
る
。
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１　

蜷
川
壽
惠
『
学
徒
出
陣　

戦
争
と
青
春
』
吉
川
弘
文
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歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
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ー
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一
九
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「
海
軍
予
備
学
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の
思
想
・
素
描
」
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久
留
米
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業
大
学
研
究
報
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』

№
二
二　

一
九
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八
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八
八
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注
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蜷
川
壽
惠
『
学
徒
出
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戦
争
と
青
春
』
吉
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弘
文
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史
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蜷
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右
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